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入
学
式
前
に
大
学
生
活
の

不
安
を
取
り
除
き
、
先
輩
と

の
触
れ
合
い
か
ら
、
目
標
を

立
て
る
ヒ
ン
ト
を
得
て
も
ら

お
う
と
、
学
生
部
主
催
「
新

入
生
歓
迎
セ
ミ
ナ
ー
」
が
富

士
山
中
湖
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

で
３
月
２５
日
か
ら
２７
日
ま
で

の
３
日
間
、
行
わ
れ
た
。

楽
し
く
議
論
し
な
が
ら
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
緊
張
を

ほ
ぐ
し
た
の
ち
、
資
格
取
得

や
国
際
交
流
な
ど
で
、
大
学

生
活
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
を
高

め
、
高
い
目
標
に
挑
戦
し
て

い
る
先
輩
た
ち
の
体
験
発
表

が
行
わ
れ
、
多
く
の
質
問
が

飛
び
交
っ
た
。

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
に
つ

い
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

は
、
大
学
で
何
を
学
び
た
い

の
か
、
達
成
し
た
い
目
標
は

何
か
、
卒
業
後
何
を
し
た
い

の
か
な
を
自
己
分
析
を
し
な

が
ら
ま
と
め
た
。
大
学
生
活

の
ヒ
ン
ト
を
得
た
新
入
生
た

ち
は
、
ひ
と
足
早
く
「
専
大

生
」
の
仲
間
入
り
を
果
た
し

た
。（
感
想
や
写
真
な
ど
は
学
生

生
活
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
）

４
月
に
入
り
面
接
な
ど
、
採
用
選
考
も
一

気
に
本
格
化
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
一
番

多
い
質
問
に
答
え
よ
う
。

Ａ

.

内
定
は
必
ず
し
も
最
初
に
第
一

志
望
の
企
業
か
ら
得
ら
れ
る
と
は
限

ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
内
定
を
得
て

か
ら
も
就
職
活
動
を
継
続
す
る
人
は

多
い
。
２
社
か
ら
内
定
を
得
た
時
点

で
１
社
を
選
択
し
、
他
社
は
辞
退
す

る
こ
と
を
心
掛
け
よ
う
。

そ
の
た
め
に
は
「
企
業
選
択
の
基

準
」
を
明
確
に
し
、
常
に
志
望
順
位

を
つ
け
て
お
く
こ
と
。
１
０
０
％
の

満
足
は
な
い
。自
分
に
と
っ
て
の「
こ

だ
わ
り
」
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
大

切
だ
。

Ａ

.

承
諾
書
に
は
法
的
な
拘
束
力

は
な
い
た
め
、
就
職
活
動
を
継
続
す

る
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
、
安
易

に
承
諾
書
を
提
出
し
た
後
、
内
定
を
辞
退
し

た
場
合
は
、
企
業
の
採
用
活
動
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
、
最
悪
の
場
合
は
損
害
賠
償
請

求
も
考
え
ら
れ
る
。
承
諾
書
の
取
り

扱
い
は
企
業
に
よ
っ
て
異
な
る
の

で
、安
易
に
提
出
せ
ず
、就
職
課
に
事

前
に
相
談
し
て
ほ
し
い
。ま
た
、内
定

辞
退
は
メ
ー
ル
や
手
紙
で
行
わ
ず
、

ア
ポ
イ
ン
ト
を
取
り
企
業
に
出
向
い

て
お
詫
び
を
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

Ａ

.

国
内
に
は
１
５
０
万
社
以
上

の
企
業
が
あ
り
、
受
け
る
こ
と
の
で

き
る
企
業
は
ま
だ
多
数
あ
る
。
決
し

て
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
。
う
ま
く
い

か
な
い
と
い
う
学
生
は
も
う
一
度

「
自
分
」
を
見
つ
め
直
そ
う
。
自
分

で
は
気
づ
か
な
い
面
を
発
見
す
る
に

は
、
一
人
で
は
な
く
、
仲
間
と
行
う

の
が
効
率
的
。
今
ま
で
一
度
も
就
職

課
を
利
用
し
て
い
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
就
職
課
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
考

え
る
の
が
お
勧
め
だ
。
「
今
さ
ら
行

け
な
い
」
な
ど
と
考
え
ず
に
、
ぜ
ひ

就
職
課
に
足
を
運
ん
で
ほ
し
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

５
月
に
は
学
内
企
業
説
明
会
や
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
講
座
も
開
催
す
る
の
で
積
極
的
に

参
加
し
て
み
よ
う
。
日
程
な
ど
詳
細
は
就

職
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

０９
年
度
中
期
留
学
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
英
語
コ
ー
ス
・
前

期
）
の
留
学
生
に
１１
人
が
決

ま
っ
た
∥
写
真
。

留
学
先
は
米
オ
レ
ゴ
ン
大

学
（
４
月
上
旬
～
８
月
下

旬
）
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

の
ワ
イ
カ
ト
大
学
（
４
月
上

旬
～
７
月
下
旬
）
。
ワ
イ
カ

ト
大
学
で
は
企
業
な
ど
で
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
行
う
。

留
学
生
は
以
下
の
通
り

〈
敬
称
略
〉。

オ
レ
ゴ
ン
大
学
▽
作
森
麻

優
（
経
済
３
）
▽
伏
見
有
理

（
法
３
）
▽
神
近
学（
文
３
）

▽
福
羅
太
成
（
同
）

ワ
イ
カ
ト
大
学
▽
岩
淵
佳

奈
（
経
済
３
）
▽
下
村
将
介

（
同
）
▽
福
永
大
介
（
同
）

▽
早
水
良
（
同
）
▽
東
城
綾

花
（
文
３
）
▽
星
真
理
菜

（
同
）
▽
奥
田
友
紀
子（
同
）

昨
今
、
大
麻
取
締
法
違
反

の
疑
い
で
大
学
生
や
ス
ポ
ー

ツ
界
の
有
名
人
が
逮
捕
さ
れ

る
と
い
う
事
件
が
相
次
い
で

い
ま
す
。
大
変
残
念
な
こ
と

に
、
本
学
で
も
一
昨
年
、
大

麻
取
締
法
違
反
（
栽
培
）
ほ

う
助
容
疑
で
一
学
生
が
逮
捕

さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
学
生
は
例
外
だ

と
思
い
た
い
の
で
す
が
、
最

近
の
若
い
人
た
ち
の
行
動
を

見
る
に
つ
け
、
決
し
て
よ
そ

ご
と
に
は
思
え
ま
せ
ん
。
専

門
家
か
ら
伺
っ
た
お
話
を
も

と
に
、
大
麻
を
は
じ
め
と
す

る
薬
物
乱
用
の
問
題
に
つ
い

て
簡
単
に
説
明
す
る
と
同
時

に
、
皆
さ
ん
に
ぜ
ひ
と
も
注

意
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

を
記
し
て
お
き
ま
す
。

第
一
に
、
一
般
人
が
大
麻

を
所
持
、
販
売
し
た
り
す
る

こ
と
は
明
確
な
法
律
違
反
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
報

道
に
も
あ
る
よ
う
に
、
大
麻

は
所
持
し
て
い
る
だ
け
で
逮

捕
さ
れ
ま
す
。
事
件
と
な
れ

ば
、
本
学
学
生
と
し
て
厳
格

な
処
分
を
免
れ
な
い
だ
け
で

な
く
、
皆
さ
ん
の
社
会
人
と

し
て
の
未
来
も
閉
ざ
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

第
二
に
、
興
味
本
位
の
軽

い
気
持
ち
で
は
じ
め
た
大
麻

吸
引
や
ソ
フ
ト
ド
ラ
ッ
グ
な

ど
が
入
り
口
に
な
り
、
よ
り

強
い
薬
物
乱
用
に
は
ま
り
込

ん
で
い
く
場
合
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
ひ
と
た
び
薬は

物
乱
用
者
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼

ら
れ
る
と
世
間
か
ら
排
除
さ

れ
、
社
会
復
帰
が
大
変
難
し

い
こ
と
は
容
易
に
予
想
が
つ

き
ま
す
。

第
三
に
、
違
法
薬
物
の
販

売
人
は
、
大
麻
や
薬
物
の
効

用
を
巧
み
に
訴
え
て
、
は
じ

め
は
手
軽
な
使
用
に
誘
い
込

む
よ
う
で
す
が
、
相
手
が
常

用
者
に
な
る
に
従
っ
て
高
く

売
り
つ
け
る
よ
う
に
な
り
、

経
済
的
な
コ
ス
ト
が
急
速
に

拡
大
し
ま
す
。
そ
れ
と
並
行

し
て
、
常
用
者
の
社
会
的
リ

ス
ク
、
す
な
わ
ち「
犯
罪
者
」

の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
る
リ

ス
ク
の
急
激
な
増
大
は
言
う

ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
陥
る

こ
と
を
避
け
る
方
法
は
何

か
。
第
一
に
、
ま
ず
絶
対
に

そ
の
よ
う
な
誘
惑
に
乗
ら
な

い
こ
と
で
す
。
「
か
っ
こ
い

い
か
ら
、
タ
バ
コ
の
延
長
だ

か
ら
、ス
カ
ッ
と
す
る
か
ら
」

と
い
う
よ
う
な
言
葉
に
だ
ま

さ
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

で
は
万
が
一
、
す
で
に
そ

う
し
た
経
験
を
し
て
し
ま
っ

た
場
合
、
二
度
と
そ
う
し
た

危
険
に
近
づ
か
な
い
こ
と
で

す
。
た
と
え
一
度
目
に
は
何

も
な
く
と
も
、
二
度
目
以
降

に
は
何
が
起
こ
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
違
法
行
為
で
逮
捕

さ
れ
れ
ば
、
社
会
的
な
制
裁

は
免
れ
ま
せ
ん
。

も
し
も
、
そ
の
よ
う
な
誘

惑
か
ら
逃
げ
ら
れ
な
い
場

合
。
あ
な
た
は
「
薬
物
依
存

症
」
と
い
う
立
派
な「
病
気
」

で
す
。
犯
罪
者
と
し
て
逮
捕

さ
れ
る
前
に
、
そ
の
状
態
か

ら
抜
け
出
す
勇
気
を
持
っ
て

く
だ
さ
い
。
一
刻
も
早
く
専

門
家
に
相
談
し
、
助
け
を
求

め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま

た
友
人
や
知
人
の
中
に
、
こ

の
よ
う
な
状
態
に
陥
っ
て
い

る
人
が
い
る
こ
と
を
知
っ
た

場
合
、
や
は
り
ま
た
早
め
に

専
門
家
に
相
談
し
て
み
る
こ

と
が
、
大
事
な
人
を
犯
罪
者

み
ち

に
し
な
い
途
で
す
。

世
界
１５
カ
国
・
地
域
２０
大

学
と
協
定
を
結
ぶ
本
学
は
、

活
発
な
国
際
交
流
を
展
開
し

て
い
る
。

夏
と
春
の
短
期
留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
、
中
期
・
長
期
両
交

換
留
学
制
度
に
よ
り
、
語
学

力
の
向
上
は
も
と
よ
り
、
異

文
化
に
対
す
る
理
解
力
や
柔

軟
性
を
養
う
多
種
多
様
な
海

外
留
学
が
可
能
だ
。

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
は
、
学

部
、
大
学
院
に
学
ぶ
留
学
生

の
ほ
か
、
協
定
校
か
ら
日
本

語
、
日
本
文
化
・
ビ
ジ
ネ
ス

を
学
ぶ
短
期
留
学
生
も
お

り
、
日
本
に
居
な
が
ら
海
外

の
学
生
と
交
流
す
る
機
会
や

イ
ベ
ン
ト
が
豊
富
に
あ
る
。

新１年次生の皆さん、入学おめでと

うございます。

「受験」という大きな壁を乗り越え、

大学生活への期待に胸を躍らせている

ことかと思います。しかし最初は、ど

のサークルに入ろうかと迷ったり、授

業にちゃんとついていけるのか不安だ

ったりと気がかりなこともあるでしょ

う。大学生活は、自分で受講する科目

を選ぶことをはじめ、多くのことが自

己責任によって成り立っています。高

校時代までの生半可な心構えは、大学

では一切通用しません。

大学は、常に学生に対して積極的な

進取の姿勢を求めます。積極的な態度

は自分の中の多様に広がる可能性を目

覚めさせ、高めていき、逆は言わずも

がな、無駄に時間を過ごしかねませ

ん。４年間はあっという間に過ぎ去っ

てしまいます。筆者も気付けば大学生

活の半分が経過し、将来への不安にか

られることがよくあります。

時期尚早と思われるでしょうが、１

年次生のうちから未来の自分のイメー

ジをふくらませて発展させ、４年後に

それを実現させる努力をしていきまし

ょう。このことが不安を払拭する大事

な役割を果たしてくれ、卒業すると

き、頑張ってきたかいがあったと実感

させてくれるでしょう。

大学は大変厳しい世界ですが、充実

した施設が存在し、とても自由な空間

でもあります。みんなで大いに大学を

利用し、今から自分自身を創造してい

きましょう。

＊
薬
物
依
存
に
つ
い
て
は
、

各
都
道
府
県
精
神
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
や
薬
物
依
存
専
門
の
精

神
科
病
院
に
相
談
を
。

創
立
１
３
０
年
を
記
念
し
、

専
修
大
学
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

管
弦
楽
団
は
１２
月
５
日
（
土
）、

川
崎
市
の
ミ
ュ
ー
ザ
川
崎
で
、

指
揮
に
小
林
研
一
郎
氏
を
迎

え
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
第

九
交
響
曲
」
（
合
唱
付
き
）
を

演
奏
し
ま
す
。

学
生
、
卒
業
生
、
ご
父
母
、

地
域
の
方
々
か
ら
な
る
「
祝
祭

合
唱
団
」
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。６
月
５
日
（
金
）に
、

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
結
団
式
を

行
い
、
以
後
、
月
２
回
程
度
、

登
戸
駅
近
く
の
「
イ
ノ
ウ
エ
ホ

ー
ル
」
で
練
習
を
行
い
ま
す
（
す

べ
て
の
練
習
に
参
加
で
き
な
い

方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
）
。

合
唱
経
験
が
な
く
て
も
大
丈
夫

で
す
。
壮
厳
か
つ
雄
大
な
「
第

九
」
を
関
東
屈
指
の
ホ
ー
ル
で

歌
い
あ
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
は
５
月
１２
日
ま
で
。
詳

細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。


庶
務
課
☎
０４４
（
９１１
）
１
２

３
９

多
彩
な
留
学
制
度
を
利
用
し
よ
う

創創
立立
１１
３３
００
年年
新新
入入
生生
歓歓
迎迎
セセ
ミミ
ナナ
ーー

▲ 真剣にガイダンスを聞く新入生たち

（経済３・ジャーナリズム研究会）



▼ 充実した３日間を終え、富士山をバックに

先輩たちの経験談から

学生生活のヒントを学ぶ

▲ オリエンテーション・ガイダン

スで資料を配布する留学生たち

吉川 悠亮

つく

自身を創る

中
期
留
学

に
１１
人

（
英
語
・
０９
年
度
前
期
）

こ
ん
な
時
ど
う
す
る
？

学学
生生
部部
長長
かか
らら
のの
メメ
ッッ
セセ
ーー
ジジ

創
立
１
３
０
年
記
念
・
専
フ
ィ
ル
「
第
九
」
特
別
演
奏
会

犯犯
罪罪
者者
にに
なな
るる
前前
にに

Ｑ

.

１

重
複
内
定
し
た
時
は
？

指
揮
・
小
林
研
一
郎
氏

「
祝
祭
合
唱
団
」参
加
者
大
募
集
！

Ｑ

.

３

受
け
て
い
た
企
業

が
全
滅
し
て
し
ま
っ
た
…

嶋
根

克
己

学

生

部

長

❺

Ｑ

.

２

内
定
承
諾
書
の

提
出
を
迫
ら
れ
た
ら
…

（１０）２００９年（平成２１年）４月１５日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第４６３号


